
『南半球評論』投稿規程について 

 

オーストラリア・ニュージーランド文学会では、年刊機関誌『南半球評論』に、学術論文

ほかオセアニアや南太平洋地域に関する文章を幅広く掲載しています。学術論文には、査読

論文と査読を経ない論文があります。査読論文には、各論文の最後に〔査読済、論文受理の

日付〕が記されます。投稿を希望する場合は、以下の投稿規程を熟読の上、申し込んでくだ

さい。 

 

『南半球評論』投稿規程 

 

(1) 使用言語は日本語または英語とする。ただし、使用言語が執筆者の母語でない場合には、

投稿前に母語話者によるチェックを受けること。 

(2) 依頼原稿を除き、投稿者は会員に限る。投稿前に会費が納入済みであること。 

(3) 査読論文を希望する場合は、投稿前にその旨を編集委員長に伝え、かつ、投稿論文のカ

バーレターに「査読希望」と記すこと。 

(4) 他誌との二重投稿を禁止する。ただし、既に口頭で発表し、その旨明記している場合は、

投稿できる。 

(5) 原稿の種類は以下のとおりとする。 

[1] 論文（査読有り） 

[2] 論文（査読無し） 

[3] 書評 

[4] その他（随筆・旅行記・追悼文など） 

(6) 投稿の際には、以下の[1]と[2]を別々のファイルとして作成し、WORD ファイル形 

式（.doc または.docx）で保存し、電子メールで提出すること。 

[1] 投稿論文 

原稿作成には A4 判用紙を用い、上下左右に余白を 2.5ｃｍとること。フォントはMS 

明朝 11 ポイント、40 文字×35 行で 10 枚以内とする。英語表記には Century 11 ポ

イントを使用。上記の長さには本文および註を含むが、論文末尾に加える文献書誌につ

いてはこの制限外とする。英文の場合は、註を含めて、5000 語以内（bibliography は制

限外）とする。ただし、長さについては、編集委員との相談の上、適切と認められた場

合は超過を認める。 

[2] カバーレター 

原稿のタイトル（和文の場合は英文タイトルと執筆者のローマ字名を添える）、 

氏名（ふり仮名つき）、現在の所属、連絡用の住所、電話番号、電子メールアド 

レス、口頭発表の情報（該当する場合のみ）を明記する。 

(7) 書式上の注意 



[1] 外国の人名、地名、書名等は、少なくとも初出の箇所で原名を括弧書きする。 

[2] 数字は半角を使用すること。 

[3] 註は原稿の末尾にまとめる。註番号は裸の算用数字を用いる。 

[4] その他書式の細部については The MLA Handbook for Writers of Research Papers など

の標準的なスタイルマニュアルの最新版に従う。 

[5] 写真や図表の添付も可とする。印刷を鮮明にするため、大きなサイズのものが望ま

しい。写真は原則として返却しないので、予備のあるものを使用すること。 

(8) 査読論文の採否はオーストラリア・ニュージーランド文学会編集委員会が決定する。 

(9) 校正は原則として初校まで執筆者が行うこととする。校正時に変更が許されるのは植字

や表記、あるいは事実関係についての誤りのみ。内容に関する訂正加筆は、原則として認め

ない。 

(10) 掲載論文の執筆者には冊子体 5 部と抜き刷り 10 部を進呈する。冊子体や抜き刷りの

追加を希望する場合は、別途料金で応じるので、編集委員長に申し出ること。 

(11) 掲載論文の執筆者は本学会で定めた印刷協力費を負担することとする。詳細は原稿募

集の際に通知する。 

(12) 掲載論文を電子化して公開する権利は、オーストラリア・ニュージーランド文学会が

有するものとする。電子化した論文は、冊子体発行から 1 年後に順次 J-Stage で配信する。 

 

 

以上 

2020年 8 月 7 日 

オーストラリア・ニュージーランド文学会 


